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肉腫様変化を伴った胆管細胞癌の 1例
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症例は 61 歳の男性で，上腹部痛，発熱を主訴に近医を受診し，肝左葉に腫瘤を指摘され紹介
となった．当院のダイナミックCTで肝外側区と一部内側区におよぶ low density tumor を認
め，その辺縁部は徐々に不均一に造影された．腫瘍マーカーは正常範囲であった．胆管細胞癌
を第 1に疑い，平成 15 年 4 月 7 日にリンパ節郭清を伴う肝左葉切除術を行った．病理組織像で
は腫瘍のほとんどが肉腫様構造を呈し，ごく一部に腺管様構造を認めた．また，その境界には
移行部を認めた．肉腫様変化を伴う胆管細胞癌と診断した．術後経過は良好であったが，外来
通院中に残存肝へ転移が出現した．化学療法，放射線療法にて一定の効果を得たが徐々に状態
が悪化，平成 16 年 1 月 15 日に永眠された．肉腫様変化を伴う胆管細胞癌の報告は極めて少な
く，本邦では我々が検索しえたかぎり 13 例を認めるのみであった．その臨床的特徴をまとめた
ので報告する．

はじめに
肉腫様変化を伴う肝細胞癌の報告は散見され肝

動脈内注入療法やTAEとの関係が示唆されてい
るが１），肉腫様変化を伴う胆管細胞癌の報告は極め
て少ない．今回，我々は急速な増大を来し不幸な
転帰をとった，肉腫様変化を伴う胆管細胞癌の 1
例を経験したので報告する．

症 例
患者：61 歳，男性
主訴：上腹部痛，発熱
既往症：56 歳，脊髄神経鞘腫にて手術．
現病歴：平成 14 年 7 月に近医の健康診断で 38

mm大の肝�胞を指摘されたが経過観察となって
いた．平成 14 年 11 月より上腹部痛と発熱が出現
し近医の腹部CTで肝左葉に腫瘤を指摘され当院
へ紹介受診となった．
入院時検査成績：AST 24IU，ALT 15IU，T-bil
0.61mg�dl ，ALP 231IU とトランスアミナーゼの

上昇や胆道系酵素の上昇は認めず，CRPのみ 9.49
mg�dl と上昇を認めた．HBs 抗原，HCV抗体は陰
性で ICG 15 分値も 5％と正常だった．また，
腫瘍マーカーはCEA 1.5ng�ml，CA19―9 8.0U�ml，
AFP 3.4ng�ml ，PIVKA-II 23mAU�ml といずれも
正常範囲であった．
腹部超音波検査：肝外側区の大部分を占める境

界比較的明瞭で内部エコー不均一な腫瘤を認め
た．
腹部ダイナミックCT：肝外側区と一部内側区

を占める 10×7cm大の low density な腫瘤を認
め，造影動脈相では辺縁がわずかに造影され平衡
相では辺縁部がさらに不均一に造影された．
腹部MRI：腫瘤はT1強調画像で正常肝実質に

比べ不均一な低信号を，またT2強調画像では不
均一な高信号を示した（Fig. 1）．
腹腔動脈造影：腫瘤は hypovascular で A3 の

滑らかな狭窄像を認めた．実質相では腫瘤の周囲
のみが淡く造影された．
CT angiography（以 下，CTAと 略 記）：A2

は腫瘤により背側へ圧排され，A3は腫瘤内部を
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Fig. 1　MRI showed a irregularly low-intensity tumor on T1 weighted im-

ages and irregularly high-intensity tumor on T2 weighted images.

Fig. 2　CTA showed A3 inside a tumor. Fig. 3　A yellowish-white massive type tumor occu-

pied the left lobe of the liver and strongly adhered 

to the peritoneum, diaphragm and infiltrated to the 

lesser omentum.

走行していた（Fig. 2）．
以上より急速な膨張性発育を来した充実性腫瘍

と考えた．胆管細胞癌を第 1に疑ったが腫瘍マー
カーが正常であったこと，腫瘍内部を脈管が走行
していたことから比較的柔らかい悪性リンパ腫な
ども鑑別診断として挙げた．平成 15 年 4 月 7日に
手術を行った．
手術所見：腫瘍は肝左葉全体を占め，黄白色調

で硬く八つ頭状を呈していた．また前腹壁，横隔
膜に強く癒着しており，肝下面では小網へ浸潤し

ていた（Fig. 3）．術中迅速病理検査にて肉腫様癌
と診断しリンパ節 1，3，5，7，8，9，12 番の郭清
を伴った肝左葉切除術を行った．
摘出標本割面：腫瘍は最大割面で 11×8cm，充

実性で地図状の出血壊死を伴っていた（Fig. 4）．
病理組織像：腫瘍の大部分が紡錘形と類円形の
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Fig. 4　The section of the tumor showed 11×8cm in 

size and massive necrosis with hemorrhage.

Fig. 5　Schema shows the distribution of sarcoma-

tous component and adenocarcinoma component
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異型に富む細胞の錯綜により構成され肉腫様構造
を呈していた．腫瘍のごく一部では腺管構造を示
す中分化腺癌を認めた（Fig. 5，6）．また腺癌部分
と肉腫様部分の境界には一部，低分化腺癌を認め
移行部と考えられた（Fig. 7）．
免疫組織学的染色像：腺癌部分は上皮系マー

カーである cytokeratin（以下，CKと略記）7，
CAM5.2 で陽性を示し，肉腫様部分も一部陽性を
示した．また，間葉系マーカーである smooth mus-
cle actin（以下，SMAと略記）に肉腫様部分は陽
性を示した．以上より，胆管細胞癌の肉腫様変化
と診断した．原発性肝癌取扱い規約に準じて ig，
fc（－），fc-inf（－），sf（－），s1，n1，vp1，vv1，
b0，im0，p0，sm（－），nl で，リンパ節には 3
番にのみ転移を認めた．
術後経過：術後経過は良好で 26 日目に退院と

なった．その後，外来で経過観察を行っていたが

2005年 5 月 49（523）



Fig. 6　Histopathological examination showed most of the tumor displayed 

sarcomatous component consisted of pleomorphic spindle cells and oval 

cells, extremely part of the tumor displayed adenocarcinoma component 

consisted of the tubular structure.

Fig. 7　A poorly differentiated adenocarcinoma ex-

isted between two components. A transitional form 

was regarded.

平成 15 年 8 月 29 日の CTで残存肝へ転移が出現
した．化学療法，放射線療法を施行し一定の効果
を得るも徐々に状態が悪化，平成 16 年 1 月 15 日，
永眠された．

考 察
肉腫様変化を伴う肝細胞癌の報告は散見され近

年増加傾向にある２）．しかし，肉腫様変化を伴う胆
管細胞癌の報告は極めて少ない．Nakajimaら３）は

肝内胆管癌 155 例のうち 7例の 4.5％に肉腫様変
化を認めたと報告している．我々が医学中央雑誌
にて過去 22 年間の検索を行ったところ症例報告
は，会議録 12 例を含む 13 例のみであった４）～１６）．本
邦報告例に自験例を合わせた 14 例の特徴をまと
めた（Table 1）．平均年齢 64.6 歳，男女比は 9：
5でやや男性に多く認めた．初発症状は発熱，上腹
部痛が多かった．肝動脈内注入療法やTAEなど
の前治療のある報告はなかった．血液検査成績で
腫瘍マーカーは正常を示す例が多かった．画像所
見ではエコーで内部不均一，単純CTで low den-
sity，造影 CTで辺縁が徐々に造影されるとの報
告を多く認めた．腫瘍の割面では出血壊死を認め
るものが多かった．病理組織学的には肉腫様部分
主体が 10 例，腺癌部分主体が 2例であった．免疫
組織学的染色では上皮系マーカーである epithe-
lial membrane antigen（以下，EMAと略記）やCK
に腺癌部分だけでなく肉腫様部分も陽性を示す例
が多かった．また，肉腫様部分は間葉系マーカー
である vimentin に陽性を示す例が多かった．予後
は極めて悪く血行性やリンパ行性転移，腹膜播種
をきたし記載のあるもので発症からの平均生存期
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間は 4か月であった．Shimadaら１７）は肉腫様変化
をきたした胆管細胞癌 4例をまとめその特徴を以
下のように示している．1．発熱をしばしば認め
る，2．腫瘍マーカーを含む検査所見は異常を示す
とは限らない，3．組織学的に腺癌部分は低分化を
示す，4．非常に予後が悪い．また，Kaiboriら１８）は
欧米の報告 17 例をまとめ，その画像診断において
通常の胆管癌と比較し特徴的な像がないため鑑別
は難しいと報告している．
自験例は胆管上皮を染めるCK7，CAM5.2 に

腺癌部分だけでなく肉腫様部分も一部陽性を示し
たこと，腺癌部分と肉腫様部分の間に移行部と思
われる低分化腺癌を認めたことから胆管細胞癌の
肉腫様変化と診断した．また，間葉系マーカーで
ある SMAに肉腫様部分が陽性を示したが，癌の
肉腫様変化で間葉系マーカーが陽性になることは
知られており１９），真の肉腫の診断にはつながらな
いと考えた．
自験例は腫瘍が短期間で急速に増大しており，

このことが腫瘍内部の出血壊死や上腹部痛，発熱
といった症状につながったと考えた．また，急速
な増大は腫瘍がより未熟で悪性度が高いことを示
している．中正ら２０）は肉腫様成分を伴った混合型
肝癌を報告し，この疾患に肝細胞，胆管細胞のど
ちらにも分化しうる未熟な肝上皮細胞の腫瘍化が
関与している可能性を述べている．肉腫様変化は
肝細胞癌，胆管細胞癌，混合型肝癌のいずれにも
報告を認めるが，その臨床所見には類似点が多い．
自験例も肉腫様変化を来した肝細胞癌の特徴であ
る，1．腹痛，発熱を初発症状とすることが多い，
2．肝硬変の合併が少ない，3．血行性やリンパ行性
転移が多く急速な経過をとる，4．AFPが低値を
示すことが多い，5．血管造影上，転移性肝癌様所
見を呈する２１），に一致していた．このことは肉腫様
変化を来した肝細胞癌，胆管細胞癌，混合型肝癌
のいずれもが未熟な肝上皮細胞の腫瘍化から発生
した同一疾患である可能性を疑わせた．今後さら
に報告例が増え検討されることを期待したい．
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A Case of Cholangiocarcinoma with Sarcomatous Change

Shogo Tokumaru, Hiroshi Hasegawa, Eiji Sakamoto, Shunichiro Komatu, Kiyotaka Kawai,
Tomotake Tabata, Yasuyuki Fukami, Masatoshi Akita and Toyonori Tuzuki＊

Department of Surgery and Department of Pathology＊, Nagoya Daini Red Cross Hospital＊

A 61-year-old man with epigastralgia and fever and found to have a liver tumor was found in dynamic CT to
have a low-density tumor in the lateral segment and partly in the medial segment of the liver. The periphery
was gradually irregularly enhanced. Tumor markers were within normal limits. Suspecting cholangiocarci-
noma, we conducted left hepatic lobectomy with lymph node dissection on April 7 2003. Histopathological ex-
amination showed sarcomatous and tubular structures joined by a transitional form. We diagnosed it as cho-
langiocarcinoma with sarcomatous change. The patient had an uneventful postoperative course but died of
liver metastases on January 15 2004. Cholangiocarcinoma with sarcomatous change is very rare. We report a
case and review it in light of 13 reports in the Japanese literature.
Key words：cholangiocarcinoma, sarcomatous change, sarcomatoid cholangiocarcinoma
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